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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサによって、
　移動端末の以前の地理的位置に対応する履歴的位置情報を記録することと、
　前記履歴的位置情報に履歴的確率を割り当てることと、
　前記履歴的位置情報と履歴的確率に基づいて将来の位置情報を決定することと、
　将来の確率を前記将来の位置情報に割り当てることと、
　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信することと
、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリア、および閾値確率を取得することと、
　前記ブロードキャストメタデータから取得された前記位置と時間クライテリア、前記将
来の位置情報、前記将来の確率、および前記閾値確率に基づいて、前記ブロードキャスト
情報をフィルタすることとを具備するブロードキャスト情報を移動端末上で受信する方法
。
【請求項２】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタすることは、各位置と時間クライテリアについて
、
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　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前記
位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを決
定することと、
　前記将来の位置情報が、前記位置クライテリアと符合するかを決定することと、
　前記将来の確率が前記閾値確率と符合するかを決定することと、
を具備する請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記将来の位置情報が、前記位置クライテリアと符合するかを決定することは、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定するこ
とと、
　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定することとを具備する請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記位置と時間クライテリアは、前記少なくとも１つの位置と時間クライテリアに対し
て、さらに少なくとも１つのロジカル演算を具備し、また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタすることは、前記位置と時間クライテリアに付い
て、最終結果を取得するために、前記少なくとも１つのロジカル演算に従って、前記少な
くとも１つの位置と時間クライテリアの結果を結合することをさらに具備する請求項２記
載の方法。
【請求項５】
　前記位置と時間クライテリアは、
　端末の将来の位置をカバーしている位置と時間クライテリアとを具備する請求項１記載
の方法。
【請求項６】
　前記位置と時間クライテリアは、端末が第１の目標領域内にあることを要求する第１の
位置と時間クライテリアと、
　前記端末が第２の目標領域外側にあることを要求する第２の位置と時間クライテリアと
を具備する請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形における閾値確率を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す請求項１記載
の方法。
【請求項８】
　前記位置と時間クライテリア、および閾値確率は、
　（ＰＡ１　Ｌ１において　Ｄ１の間）ＬＯ１（ＰＡ２　Ｌ２において　Ｄ２の間）．．
．ＬＯＮ－１（ＰＡＮ　ＬＮにおいて　ＤＮの間）、
　の形を有し、ここで、
　Ｎは、結合されている位置と時間クライテリアの数であり、
　Ｌｎは、１≦ｎ≦Ｎについて、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する目標位置を示
し、
　Ｄｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示し、およ
び、
　ＬＯｎは、ロジカル演算を示す請求項１記載の方法。
【請求項９】
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　前記位置と時間クライテリアは、
　ＬＴＣＡＬＯＡＬＴＣＢＬＯＢＬＴＣＣ．．．、
　の形を有し、ここで、
　ＬＴＣｉは、ｉ∈Ａ、Ｂ、Ｃについて、位置と時間クライテリアを示し、および、
　ＬＯｉは、ロジカル演算を示す請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記ブロードキャストメタデータから、追加のフィルタリングデータを取得することと
、
　前記追加のフィルタリングデータおよび少なくとも１つのユーザ選好にさらに基づいて
、前記ブロードキャスト情報をフィルタすることとをさらに具備する請求項１記載の方法
。
【請求項１１】
　前記位置と時間クライテリア、および閾値確率が満たされていない場合、前記ブロード
キャスト情報を受信することをスキップすることをさらに具備する請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信することと、
　前記位置と時間クライテリア、および閾値確率が満たされている場合、前記第１の時間
インスタントと同時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提
供することとをさらに具備する請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベントに関
係し、および、
　前記ブロードキャスト情報は、前記指定された時間間隔に先立って受信され、前記指定
された時間間隔の間に提供される請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報に先立
って、前記ブロードキャストメタデータを受信することを具備する請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報と共に
、前記ブロードキャストメタデータを受信することを具備する請求項１記載の方法。
【請求項１６】
　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報を具備
するブロードキャストプログラムに対するサービスとコンテンツフラグメントを介して、
前記ブロードキャストメタデータを受信することを具備する請求項１記載の方法。
【請求項１７】
　端末の将来の位置に関係付けられた将来の確率を決定するように構成され、
　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信するように
構成され、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリア、および閾値確率を取得するように構成され、および、
　前記ブロードキャストメタデータから取得された前記位置と時間クライテリア、閾値確
率、および、前記将来の確率と前記閾値確率との比較に基づいて、前記ブロードキャスト
情報をフィルタするように構成された少なくとも１つのプロセッサを具備するワイヤレス
通信用装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前記
位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを決
定し、
　前記時間期間内で、端末の位置を決定し、および、
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　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定するように構成される請
求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定し、お
よび、
　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定するように構成される請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す請求項１７記
載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信し、および、
　前記位置と時間クライテリア、および閾値確率が満たされている場合、前記第１の時間
インスタントと同時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提
供するように構成される請求項１７記載の装置。
【請求項２２】
　移動端末の以前の地理的位置に対応する履歴的位置情報を記録する手段と、
　前記履歴的位置情報に履歴的確率を割り当てる手段と、
　前記履歴的位置情報と履歴的確率に基づいて将来の位置情報を決定する手段と、
　将来の確率を前記将来の位置情報に割り当てる手段と、
　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信する手段と
、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリア、および閾値確率を取得する手段と、
　前記ブロードキャストメタデータから取得された前記位置と時間クライテリア、前記将
来の位置情報、前記将来の確率、および前記閾値確率に基づいて、前記ブロードキャスト
情報をフィルタする手段とを具備するブロードキャスト情報を受信する装置。
【請求項２３】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタする手段は、各位置と時間クライテリアについて
、
　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前記
位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを決
定する手段と、
　前記時間期間内で、端末の位置を決定する手段と、
　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定する手段とを具備する請
求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定する手段は、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定する手
段と、
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　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定する手段とを具備する請求項２３記載の装置。
【請求項２５】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形における閾値確率を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す請求項２２記
載の装置。
【請求項２６】
　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信する手段と、
　前記位置と時間クライテリア、および閾値確率が満たされている場合、前記第１の時間
インスタントと同時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提
供する手段とをさらに具備する請求項２２記載の装置。
【請求項２７】
　移動端末の以前の地理的位置に対応する履歴的位置情報を記録するようにさせるコード
と、
　前記履歴的位置情報に履歴的確率を割り当てるようにさせるコードと、
　前記履歴的位置情報と履歴的確率に基づいて将来の位置情報を決定するようにさせるコ
ードと、
　将来の確率を前記将来の位置情報に割り当てるようにさせるコードと、
　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信するように
させるコードと、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリア、および閾値確率を取得するようにさせるコードと、
　前記ブロードキャストメタデータから取得された前記位置と時間クライテリア、および
前記将来の位置情報、前記将来の確率、および前記閾値確率に基づいて、前記ブロードキ
ャスト情報をフィルタするようにさせるコードとを具備するコンピュータ読み出し可能な
記録媒体。
【請求項２８】
　前記コンピュータ読み出し可能な記録媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータが、位置クライテリアが適用される時間期間を示し
ている時間クライテリアであって、前記位置と時間クライテリアに対する前記位置クライ
テリアおよび前記時間クライテリアを決定するようにさせるコードと、
　前記将来の位置情報が、前記位置クライテリアと符合するかを決定するようにさせるコ
ードと、
　前記将来の確率が前記閾値確率と符合するかを決定するようにさせるコードと、
をさらに具備する請求項２７記載のコンピュータ読み出し可能な記録媒体。
【請求項２９】
　プロセッサによって、
　ブロードキャスト情報をフィルタするために端末によって使用される位置と時間クライ
テリア、および閾値確率を具備するブロードキャストメタデータであって、前記ブロード
キャスト情報に対する前記ブロードキャストメタデータを決定することと、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を、前記端末に送信
することとを具備するブロードキャスト情報を送信する方法。
【請求項３０】
　前記位置と時間クライテリアは、
　少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、各位置と時間クライテリアが、位
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置クライテリア、ならびに、前記位置クライテリアが適用される時間期間を示している時
間クライテリアを具備する請求項２９記載の方法。
【請求項３１】
　前記位置クライテリアは、
　目標位置および前記目標位置に対する存在または不在要件を具備する請求項３０記載の
方法。
【請求項３２】
　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、
　各位置と時間クライテリア、および閾値確率は、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す請求項２９記
載の方法。
【請求項３３】
　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベントに関
係し、および、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報は、前記指定された
時間間隔に先立って、または後で送信される請求項２９記載の方法。
【請求項３４】
　ブロードキャスト情報をフィルタするように端末によって使用される位置と時間クライ
テリア、および閾値確率を具備するブロードキャストメタデータであって、前記ブロード
キャスト情報に対する前記ブロードキャストメタデータを決定し、および、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を前記端末に送信す
るように構成された少なくとも１つのプロセッサを具備するワイヤレス通信用装置。
【請求項３５】
　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベントに関
係し、および、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を、前記指定された
時間間隔に先立って、または後で送信するように構成される請求項３４記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【米国特許法§１１９に基づく優先権】
【０００１】
　本出願は、“位置と時間ベースのブロードキャストのフィルタリング”と題し、２００
７年１０月５日に出願された米国仮特許出願第６０／９７８，１０４号、“位置ベースの
ブロードキャストエンハンスメント”と題し、２００７年１１月２８日に出願された米国
仮特許出願第６０／９９０，８９０号、“通知付き位置ベースサービスエンハンスメント
”と題し、２００７年１２月１１日に出願された米国仮特許出願第６１／００７，３４９
号、および“通知付き位置ベースサービスエンハンスメント”と題し、２００８年２月１
５日に出願された米国仮特許出願第６１／０２９，２５２号に対して優先権の利益を主張
しており、それら全ては、その譲受人に譲渡され、参照によりここに明確に組み込まれて
いる。
【発明の分野】
【０００２】
　本開示は、一般的に通信に関し、さらに特定的には、ブロードキャスト情報の送信およ
び受信に対する技法に関する。
【背景】
【０００３】
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　通信ネットワークは、商業広告、ニュース、天気と旅行通報、フィルムの断片、教育項
目、テレビショーやスポーツイベント、公共警告メッセージ、等のような様々な型の情報
をブロードキャストすることが出来る。所定のユーザは、ネットワークによって送信され
るブロードキャスト情報のいくつかのみを受信することに興味を持っているであろう。ユ
ーザは、ユーザにとって興味のあるブロードキャスト情報をマニュアルで特定し、受信機
、例えばセルラー電話上にブロードキャスト情報を蓄積または表示するであろう。このマ
ニュアルでのブロードキャスト情報のフィルタリングは、緩慢であろう。ユーザにとって
潜在的な興味のあるブロードキャスト情報を、自動的に特定することが望まれうる。
【概要】
【０００４】
　ブロードキャスト情報を送信および受信する技法が本出願に記載されている。ある面に
おいて、ブロードキャストメタデータは、ブロードキャスト情報に対して発生することが
出来、ブロードキャスト情報をフィルタするために、端末によって使用される位置と時間
クライテリアを具備するであろう。位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と
時間クライテリアを具備するであろう。１つの設計において、各位置と時間クライテリア
は、（ｉ）目標位置、ならびに存在または不在要件によって与えられる位置クライテリア
、および（ｉｉ）位置クライテリアが適用される時間期間によって与えられる時間クライ
テリアを具備するであろう。この時間期間は、過去、現在または将来でありうる。
【０００５】
　１つの設計において、端末は、ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャス
トメタデータを、例えば、ブロードキャスト情報に先立って、または、共に受信するであ
ろう。端末は、ブロードキャストメタデータから位置と時間クライテリアを取得すること
が出来、位置と時間クライテリアに基づいてブロードキャスト情報をフィルタすることが
出来る。端末は、各位置と時間クライテリアを、（ｉ）特定の時間期間内で、その位置を
決定すること、および（ｉｉ）その位置が、存在または不在要件によって示されるように
、特定の目標位置内か、または外側であるかを決定することによって評価することが出来
る。端末は、ブロードキャスト情報を受信および／または提供するかを決定するために、
全ての位置と時間クライテリアの結果を結合することが出来る。
【０００６】
　端末は、位置と時間クライテリアが満たされない場合、ブロードキャスト情報を受信す
ることをスキップすることが出来る。端末は、１つの時間インスタントでブロードキャス
ト情報を受信することが出来、位置と時間クライテリアが満たされる場合、ブロードキャ
スト情報を同時か遅れた時間インスタントで提供することが出来る。ブロードキャスト情
報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベントに関係することが出来る。端末
は、指定された時間間隔に先立って（例えば、閑散時のトラフィック時間の間に）、ブロ
ードキャスト情報を受信することが出来、指定された時間間隔の間に、この情報をユーザ
に提供することが出来る。
【０００７】
　本開示の様々な面および特徴が、以下にさらに詳細に記述される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、ネットワーク配置例を示す。
【図２】図２は、ブロードキャストメタデータを伴うサービスガイドの送信を示す。
【図３】図３は、ブロードキャスト情報の送信および提供例を示す。
【図４】図４は、ブロードキャスト情報の受信プロセスを示す。
【図５】図５は、ブロードキャスト情報送信のプロセスを示す。
【図６】図６は、端末、ネットワーク、位置サーバ／センタ、およびブロードキャストセ
ンタのブロック図を示す。
【詳細な説明】
【０００９】
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　本出願に記載されている技法は、様々なワイヤレスおよび有線通信ネットワークから情
報を受信するために使用することが出来る。用語“ネットワーク”および“システム”は
、しばしば交換可能に使用されうる。例えば、技法は、セルラーネットワーク、ブロード
キャストネットワーク、等から情報を受信するために使用することが出来る。技法は、全
てのユーザに送信されたブロードキャスト情報、ユーザのグループに送信されたマルチキ
ャスト情報、および特定のユーザに送信されたユニキャスト情報を受信するために使用す
ることが出来る。明確化のために、通信ネットワークからブロードキャスト情報を受信す
るのに対して、技法のある面が以下に記述される。
【００１０】
　図１は、本出願に記載されている技法をサポートしている配置例１００を示す。端末１
１０は、通信サービスおよび／またはデータ結合性を取得するために、１つあるいはそれ
より多くのワイヤレスおよび／または有線ネットワーク１２０と通信することが出来る。
端末１１０は、ワイヤレスネットワークにおいて、１つあるいはそれより多くの基地局と
、および／または、有線ネットワークにおいて、１つあるいはそれより多くのサーバと通
信することが出来る。端末１１０は、また、ブロードキャストネットワーク１３０からブ
ロードキャスト情報を受信することが出来る。端末１１０は、固定的または移動性であり
えて、また、移動局、ユーザ装置、アクセス端末、加入者ユニット、局、等とも呼ばれう
る。端末１１０は、セルラー電話、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）ワイヤレ
スデバイス、有線デバイス、ワイヤレスモデム、ラップトップコンピュータ、パーソナル
コンピュータ（ＰＣ）、ブロードキャスト受信機、等でありうる。端末１１０の機能は、
１つのデバイスよりも多くに広がることが出来、例えば、関係したラップトップやＰＣが
、ユーザにブロードキャスト情報のフィルタリングおよびフィルタされたブロードキャス
ト情報の提供を実行するであろう間に、送信および受信はＰＤＡやセルラー電話中でサポ
ートされうる。
【００１１】
　端末１１０は、また、米国全地球測位システム（ＧＰＳ）、欧州ガリレオシステム、ロ
シアＧＬＯＮＡＳＳシステム、または他の何らかの全地球ナビゲーション衛星システム（
ＧＮＳＳ）の一部でありうる１つあるいはそれより多くの衛星１９０から信号を受信する
ことが出来る。端末１１０は、衛星１９０からの信号を測定し、衛星に対する擬似距離測
定を取得することが出来る。端末１１０は、また、ワイヤレスネットワークにおいて、基
地局からの信号を測定し、基地局に対するタイミング測定を取得することが出来る。擬似
距離測定および／またはタイミング測定は、端末１１０に対する位置推定を引き出すため
に使用されうる。位置推定は、また、ポジション推定、ポジション決め等とも呼ばれる。
【００１２】
　ネットワーク１２０は、カバー領域内に位置する端末に対する無線通信を提供するワイ
ヤレスネットワークを含むことが出来る。ワイヤレスネットワークは、コード分割多元接
続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割
多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリアＦＤＭ
Ａ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、等でありうる。代替的または追加的に、ネットワー
ク１２０は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）ネ
ットワーク、パケットケーブルネットワーク、インターネットサービスプロバイダ（ＩＳ
Ｐ）ネットワーク、電話ネットワーク、インターネット、および／または他の音声とデー
タネットワークのような有線ネットワークを含みうる。ブロードキャストネットワーク１
３０は、ブロードキャストサービスを提供することが出来、ＭｅｄｉａＦＬＯ（登録商標
）、ハンドヘルドに対するデジタルビデオブロードキャスティング（ＤＶＢ－Ｈ）、全地
球的テレビブロードキャスティングに対する集積サービスデジタルブロードキャスティン
グ（ＩＳＤＢ－Ｔ）、または他の何らかのデジタル送信技術を実現することが出来る。ブ
ロードキャストネットワーク１３０は、また、端末１１０が位置を決定するのを支援する
ことが出来る。例えば、端末１１０は、１つあるいはそれより多くのブロードキャスト送
信機からの信号タイミング情報を測定することが出来、三角測量や、三辺測量や、他の何
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らかの手段を介して、その位置を決定することが出来る。
【００１３】
　位置サーバ／センタ１４０は、端末１１０に対する位置決めを支援する位置サーバおよ
び他の位置サービス（ＬＣＳ）クライアントを具備しうる。位置サーバは、位置決めを支
援するために、様々な機能を実行、例えば、位置推定を計算、端末に支援データを配給、
安全に対する機能を実行、等することが出来る。位置決めは、ＩＣＳ目標に対する地理的
や公共の位置推定を決定、例えば、地理的位置に対しては、緯度、経度および高度座標、
または、公共の位置に対してはストリートの住所を取得するプロセスを指す。位置サーバ
は、オープン移動アライアンス（ＯＭＡ）からのセキュアユーザプレーン位置（ＳＵＰＬ
）、“第３世代パートナーシッププロジェクト”（３ＧＰＰ）と名づけられた組織からの
３ＧＰＰ制御プレーン、“第３世代パートナーシッププロジェクト２”（３ＧＰＰ２）と
名づけられた組織からの３ＧＰＰ２制御プレーン、等のような、１つあるいはそれより多
くの位置アーキテクチャ／ソルーションを支援することが出来る。位置サーバは、ＳＵＰ
Ｌ位置決めセンタ（ＳＰＣ）、３ＧＰＰサービング移動位置センタ（ＳＭＬＣ）、３ＧＰ
Ｐ２位置決定エンティティ（ＰＤＥ）等を具備することが出来る。
【００１４】
　位置サーバ／センタ１４０は、また、端末１１０および他のＬＣＳクライアントに対す
る位置サービスを支援する位置センタを具備しうる。位置センタは、位置サービスの支援
、加入者プライバシーの支援、認証、権限、料金／請求、サービス管理、等のような様々
な機能を実行することが出来る。位置センタは、ＳＵＰＬ位置センタ（ＳＬＣ）、ＳＵＰ
Ｌ位置プラットフォーム（ＳＬＰ）、３ＧＰＰゲートウェイ移動位置センタ（ＧＭＬＣ）
、３ＧＰＰ２移動ポジションセンタ（ＭＰＣ）、等を具備することが出来る。位置サーバ
および位置センタは、（図１に示されるように）集積化されうる、または分離されたエン
ティティでありうる。
【００１５】
　ブロードキャストセンタ１５０は、ブロードキャストサービスに対するブロードキャス
ト情報を提供することが出来る。ブロードキャスト情報は、ユーザにとって興味のある任
意の情報、例えば、広告、ニュース、等を具備することが出来る。ブロードキャストセン
タ１５０または他の何らかのエンティティは、また、ブロードキャスト情報に対するブロ
ードキャストメタデータを提供することが出来る。ブロードキャストメタデータは、ブロ
ードキャスト情報に関するデータを具備することが出来、また、ブロードキャスト記述デ
ータ、記述情報、ブロードキャスト記述、フィルタリングデータ、メタデータ、等のよう
にも呼ばれうる。記憶ユニット１６０は、ブロードキャスト情報およびブロードキャスト
メタデータを記憶することが出来る。ブロードキャストセンタ１５０は、ブロードキャス
ト情報およびブロードキャストメタデータを、ネットワーク１２０および／またはブロー
ドキャストネットワーク１３０に提供することが出来る。ブロードキャスト情報およびブ
ロードキャストメタデータは、ネットワーク１２０および／またはブロードキャストネッ
トワーク１３０によって、一緒にまたは分離して送信されうる。
【００１６】
　ブロードキャストメタデータは、典型的に、記憶されたユーザ選好に関連して、端末が
、ブロードキャスト情報の最初のフィルタリングを実行出来るようにする。ブロードキャ
ストメタデータは、端末が、ブロードキャスト情報を受信し、この情報をユーザに提供す
るかに関する決定を行えるようにする。ユーザ選好は、以前に、ユーザによって端末中に
入れられるか、または他の態様で、例えば、以前のブロードキャスト情報をマニュアルで
選択したユーザ選好と、選択されたブロードキャスト情報に適用されるクライテリアとを
観察することによって確かめることが出来る。端末による最初のフィルタリングは、ユー
ザが、同時、および／または、ある時間の期間（例えば、１日または１週間）を通して起
こっている、恐らく多数のブロードキャストをスキャンし、特定のブロードキャストを、
これらから選択しなければならない負荷を軽減するであろう。最初のフィルタリングの結
果に基づいて、端末は、ユーザに、ブロードキャスト情報を受信する前、間、または後に
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、ブロードキャスト情報の存在を警告することが出来る。端末は、また、ブロードキャス
ト情報がユーザに潜在的に興味がある場合、ブロードキャスト情報を記憶および／または
提供する、または、黙って（例えば、受信および記憶せず）無視することが出来る。最初
のフィルタリングを通過するブロードキャスト情報についてユーザに警告する態様は、ま
たフィルタリングに依存しうる。例えば、可聴警告は、緊急の性質のブロードキャストに
対してもたらされるであろう。一方、商業的ブロードキャストは、単に、蓄積され、ユー
ザからの明示的な要求に従って提供されるであろう。
【００１７】
　一般的に、ブロードキャストメタデータは、関連したブロードキャスト情報に関する任
意のデータを具備することが出来る。例えば、ブロードキャストメタデータは、ブロード
キャスト情報の主題、ブロードキャスト情報の源、ブロードキャスト情報において特徴的
なエンティティや対象（例えば、会社、人、または商品）、カテゴリーやブロードキャス
ト情報のカテゴリー（例えば、ニュース、旅行、天気、スポーツ、等）、ブロードキャス
ト情報に関係した日付と時間、等のようなブロードキャスト情報の様々な面を要約するこ
とが出来る。ブロードキャストメタデータは、以下に記述されるような他のデータを具備
することが出来る。
【００１８】
　ユーザは、ユーザにとって興味のある事項と、そのような興味のある事項が検出された
とき、通知される方法を定義することが出来る。端末は、ユーザ選好に照らして関係した
ブロードキャストメタデータを吟味することによって、ブロードキャスト情報をフィルタ
することが出来る。もし、符合があった場合、明記されたように、端末はユーザに警告を
し、また、ブロードキャスト情報を記憶および／または提供することが出来る。
【００１９】
　ブロードキャストがユーザにとって興味のあるものかを決定するために、ユーザがマニ
ュアルで、詳細でないブロードキャストメタデータやブロードキャスト情報自身をソーテ
ィングするのに費やさねばならない時間量を大幅に低減する点で、包括的および詳細なブ
ロードキャストメタデータは、ユーザにとって価値があろう。また、端末によって受信さ
れ、恐らくブロードキャストネットワークオペレータによってユーザに課金されるブロー
ドキャスト情報の量を低減する点で、ブロードキャストメタデータは有用であろう。ブロ
ードキャストメタデータは、ブロードキャスト送信者が、ブロードキャスト情報に興味が
あるであろうユーザに狙いをつけられるようになる。ユーザは、好ましいクライテリアに
基づいて広範にフィルタリングが行われたブロードキャスト情報に、より高い価値を置き
、より受信（例えば、凝視および／または傾聴）しやすいであろう。従って、ブロードキ
ャストメタデータにおいて、フィルタリングクライテリアの多数の型を採用することは、
ユーザとブロードキャストプロバイダの両方にインセンティブがあろう。追加的に、ネッ
トワークオペレータは、ブロードキャスト情報に加えてブロードキャストメタデータを搬
送することに対して、ユーザおよび／またはブロードキャストプロバイダに課金すること
が出来、それにより、また、詳細なブロードキャストフィルタリングの使用から恩恵を得
ることが出来うる。
【００２０】
　ある面において、ブロードキャストメタデータは、位置クライテリアおよび関係した時
間クライテリアとから成る、位置と時間クライテリアを具備することが出来る。位置と時
間クライテリアは、また、一時的な位置クライテリア、位置フィルタ、位置と時間要件、
等とも呼ばれうる。用語“クライテリア”および“要件”は、本願において交換可能に使
用される。位置クライテリアは、目標位置によって与えられることが出来、ブロードキャ
スト情報が関係するためには、潜在的な受信端末は、その中（または、外側）になくては
ならない。時間クライテリアは、時間期間によって与えられることが出来、端末は、目標
位置内（または、外側）になくてはならない。この時間期間は、過去、現在または将来で
ありうる。端末が、特定の時間期間の間、目標位置内（または、外側）にある場合、端末
は、関係したブロードキャスト情報を受信し、この情報をユーザに提供することに、より
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高い優先度を与えるであろう。
【００２１】
　位置と時間クライテリアは、ブロードキャスト情報に関係したイベント、例えば、セー
ルイベント、スポーツイベント、娯楽イベント、等の位置と時間に関係することが出来る
。イベントは、過去、現在または将来でありうる。過去のイベントの例は、（ａ）ブロー
ドキャスト情報を介して証人が探されている犯罪や事故、および（ｂ）参加した人々にフ
ォローアップ情報を送信する必要がある、過去の集団イベント（例えば、スポーツ、娯楽
、商業、等）を含むであろう。位置と時間クライテリアは、ブロードキャストメタデータ
およびブロードキャスト情報が受信出来る位置と時間に関係しうる。
【００２２】
　関係するブロードキャストメタデータにおける位置と時間クライテリアが符合するとき
は、より高い優先度がブロードキャスト情報に与えられるであろう。より高い優先度は、
ブロードキャスト情報が端末によって受信され、恐らく記憶されるかや、いつ、どのよう
にユーザが知らされるかや、いつ、どのようにユーザにブロードキャスト情報が提供され
るか、等を決定するであろう。ブロードキャスト情報の優先度は、また、位置と時間クラ
イテリアの他のファクターに基づいて決定されうる。
【００２３】
　一般的に、位置と時間クライテリアは、潜在的受信者端末の過去、現在および／または
将来の位置に関係しうる。位置クライテリアは、目標位置Ｌ１、Ｌ２、．．．、ＬＮのセ
ットによって与えられるであろう。ここで、Ｎは１またはそれより大きいであろう。目標
位置は、地理的な性質を有することが出来、緯度、経度および、恐らく高度座標を具備す
るであろう。目標位置は、また、公共的な性質を有することが出来、街や都市および国の
指定ならびに、恐らく建物、階、室指定を含むストリートの住所を具備するであろう。目
標位置は、地理的または公共的領域に対する所望の精度を含むことが出来る。目標位置は
、単一の地点、小領域やボリューム、大きな隣接した領域やボリューム（例えば、円形の
地理的領域や都市の全範囲）、非隣接領域やボリューム（例えば、いくつかの都市の範囲
）のセット、等を示すことが出来る。領域は、２次元（２Ｄ）スペースをカバーし、一方
、ボリュームは、３次元（３Ｄ）スペースをカバーしうる。ボリュームは、例えば、高層
ビルの、ある階を特定するために有用であろう。領域およびボリューム記述のケースにお
いて、位置クライテリア中に提供される領域およびボリューム内に端末がある場合、端末
は、ブロードキャスト情報に対する、より高い優先度を想定しうる。
【００２４】
　時間クライテリアは、ブロードキャストの主題、例えば、将来のセールスイベントの日
付および時間に関係しうる。時間クライテリアは、また、ブロードキャストの主題に関係
した端末の（従って、一般的にユーザの）位置に関係しうる。時間クライテリアは、開始
時刻と終了時刻、または開始時刻と継続期間のいずれかによって規定される時間期間のよ
うな、様々なフォーマットで与えられうる。開始時刻と終了時刻は、各々、過去、現在、
または将来を指しうる。時間は、任意のフォーマットと精度のレベル、例えば、月、週、
日、時、分、秒、等で与えられるであろう。時間は、また、絶対的全地球時間システム（
例えば、ＧＭＴやＵＴＣ）、領域時間システム（例えば、米国東部デイライト時間）を参
照しうる、または、（例えば、現時点の時刻と、開始および終了時刻間の差を提供するこ
とによって）ブロードキャストメタデータが受信されたときと関係しうる。また、１つよ
り多くの時間期間が提供されうる。
【００２５】
　１つの設計において、ブロードキャスト情報に対する位置と時間クライテリアは、目標
位置のセットの各々に対する端末の存在または不在を、以下のように特定することが出来
る：
　位置と時間クライテリア
　＝（ＰＡ１　Ｌ１において　Ｄ１の間）ＬＯ１（ＰＡ２　Ｌ２において　Ｄ２の間）Ｌ
Ｏ２（ＰＡ３　Ｌ３において　Ｄ３の間）．．．ＬＯＮ－１（ＰＡＮ　ＬＮにおいて　Ｄ
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Ｎの間）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方程式（１）
　ここで、
　Ｌｎは、１≦ｎ≦Ｎ　に対し、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する目標位置を示
し、
　Ｄｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する時間期間や時間インスタントを示し
、
　ＰＡｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示し、およ
び、
　ＬＯｎは、ロジカルＯＲやロジカルＡＮＤでありうるロジカル演算を示す。
【００２６】
　方程式（１）に示される設計において、位置と時間クライテリアは、Ｌ１からＬＮのＮ
個の目標位置のセットによって規定される。ここで、一般的に、Ｎ≧１である。１≦ｎ≦
Ｎに対する、各目標位置Ｌｎは、単一の位置地点、単一の領域やボリューム、または、領
域および／またはボリュームのセットでありうる。Ｄ１からＤＮのＮ個の時間期間は、Ｌ

１からＬＮのＮ個の目標位置に対して、夫々提供されうる。各時間期間Ｄｎは、開始時刻
ＴＳｎおよび終了時刻ＴＥｎ即ちＤｎ＝［ＴＳｎ、ＴＥｎ］によって規定されうる。ＴＳ

ｎおよびＴＥｎは、各々過去、現在または将来において規定することが出来、ＴＥｎはＴ
Ｓｎで、またはＴＳｎの後で起こっている。
【００２７】
　１つの設計において、各位置クライテリアに対する存在または不在要件ＰＡｎは、以下
の値の１つでありうる：
　１．少なくとも確率Ｐｎで、時間期間のある間に対して存在、
　２．少なくとも確率Ｐｎで、全時間期間に対して存在、
　３．少なくとも確率Ｐｎで、時間期間のある間に対して不在、または、
　４．少なくとも確率Ｐｎで、全時間期間に対して不在、
　確率Ｐｎは、０から１の任意の値でありうる、即ち、０≦Ｐｎ≦１。
【００２８】
　方程式（１）における位置と時間クライテリアは、端末に対する包括的な要件を取得す
るために、Ｎ個の個別の位置と時間クライテリアを結合する。各位置と時間クライテリア
は、
　ＬＲｎ＝ＰＡｎ　Ｌｎにおいて　Ｄｎの間、　　　　　　　　　　　　方程式（２）
のように表現することが出来、ここで、ＬＲｎはｎ番目の位置と時間クライテリアを示す
。
【００２９】
　もし、確率Ｐｎが全て１である場合、方程式（１）における各位置と時間クライテリア
は、ＰＡｎの値に依存して、端末が目標位置Ｌｎ、または内において、時間期間Ｄｎの全
体か部分の間、存在または不在を要求されるかを特定する。もし、端末の位置が知られて
いる場合（例えば、位置が履歴的に記録されていたり、将来において、合理的確度で予測
されうるのであれば）、各位置と時間クライテリアに対して、真または偽のいずれかの真
値が割り当てられるであろう。Ｎ個の個別の位置と時間クライテリアの真値は、方程式（
１）における包括的な要件に対する、最終的真値を取得するために、ロジカル演算ＬＯｎ

によって結合されうる。最終的真値は、端末が、位置と時間クライテリアを満たすか否か
を示しうる。
【００３０】
　端末の履歴的位置は、精確には知られないであろう。幾つかのケースにおいて、記憶さ
れた端末の位置は広大な領域を指し、領域内であると知られ、精確な地点は示されないで
あろう。他のケースにおいて、位置は、地点として取得されることが出来うるが、位置計
算誤差によって、知られざる誤差を伴いうる。さらに幾つかの別のケースにおいて、また
、誤差は含みうるが、履歴的な位置は、異なる時刻で取得された２つの位置間に内挿する
ことによって取得することが出来る。端末の将来の位置は、例えば、これらの位置が、以
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前の位置の履歴を分析することによって取得されている場合、また、不定でありうる。
【００３１】
　位置誤差と不確実性の効果を軽減するために、方程式（１）における目標位置Ｌｎに対
する確率Ｐｎについて、１より小さい値が使用されうる。所定の位置と時間クライテリア
に対して、Ｐｎが１より小さいとき、クライテリアは、端末が、少なくともＰｎの確率で
存在または不在要件と符合する場合、真であると考えられうる。そして、そうでない場合
、偽であると考えられうる。それから、包括的要件は、上記のように、Ｎ個の個別の位置
と時間クライテリアの真値を結合することによって、真であるか偽であるかが評価されう
る。
【００３２】
　方程式（１）における位置と時間クライテリアは、様々な態様で単純化されうる。１つ
の設計において、各個別の目標位置Ｌｎに対して、同一の目標位置Ｌを使用することが出
来る。別の設計において、各個別のＰＡｎに対して、同一の存在または不在要件ＰＡを使
用することが出来る。さらに別の設計において、各個別の時間期間Ｄｎに対して、同一の
時間期間Ｄを使用することが出来る。さらに別の設計において、各個別の確率値Ｐｎに対
して、同一の確率値Ｐ（例えば、Ｐ＝０．５）を使用することが出来る。さらに別の設計
において、時間期間Ｄｎに対する開始時刻は省略することが出来、現時点の時刻を指すと
想定することが出来うる。時間期間は、また、日と時、現時点の日に対する時刻のみ、等
によって与えられる単一の時間インスタントによって置き換えることが出来る。上述の単
純化の、任意の組み合わせが、また使用されうる。
【００３３】
　方程式（１）における時間期間Ｄｎは、各時間期間Ｄｎが、各々の開始と終了日および
時間を持った複数のサブ期間を含むことが出来るようにすることによって、一般化するこ
とが出来る。例えば、Ｄｎは、ある月曜日の６：００ａｍから６：００ｐｍと、続く火曜
日と水曜日の同一時間と一緒で規定されうる。
【００３４】
　方程式（１）における各位置クライテリアに対する存在または不在要件ＰＡｎは、少な
くとも時間Ｔｎに付いて、所定の時間Ｄｎ内において、所定の位置Ｌｎで存在しているか
の確率を提供することによって、一般化し、さらに精確にすることが出来る。ここで、Ｔ

ｎは、Ｄｎによって規定された合計時間期間よりも短いか、等しいかであり、連続してい
る必要は無い。Ｔｎの値は、Ｄｎの全体（Ｄｎにおける全期間に等しいＴｎ）、または、
単にＤｎの一部（Ｄｎにおける全期間より短いＴｎ）を意図しているかを、さらに精確に
表現することが出来る。例として、Ｄｎは、ある月曜日の９：００ａｍから開始し、６：
００ｐｍに終了する時間期間でありえて、従って９時間を含んでいるが、Ｔｎは、３時間
に設定しうる。そのケースにおいて、存在または不在要件は、ある月曜日の９：００ａｍ
から６：００ｐｍの期間の間、所定の位置Ｌｎで、全体で３時間、端末が存在または不在
であることを示しうる。これは、９：００ａｍから６：００ｐｍの期間のある間で、存在
または不在であるというよりかは、より精確であろう。各Ｄｎに対して、Ｔｎが特定され
るとき、存在または不在要件ＰＡｎは、以下の２つの代替案の内の１つに単純化しうる：
　１．全体の時間期間Ｄｎの間、少なくとも（連続的または非連続的な）期間Ｔｎに付い
て、位置Ｌｎで、少なくともＰｎの確率で存在する、および、
　２．全体の時間期間Ｄｎの間、少なくとも（連続的または非連続的な）期間Ｔｎに付い
て、位置Ｌｎで、少なくともＰｎの確率で不在である。
【００３５】
　別の設計において、位置と時間クライテリアは、以下のように特定することが出来る：
　位置と時間クライテリア＝ＬＴＣＡＬＯＡＬＴＣＢＬＯＢＬＴＣＣ．．．方程式（３）
　ここで、ｉ∈Ａ、Ｂ、Ｃ、．．．に対し、ＬＴＣｉは、位置と時間クライテリアを示し
、および
　ＬＯｉは、ロジカルＡＮＤやロジカルＯＲでありうるロジカル演算を示す。
【００３６】
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　ＬＴＣｉは、方程式（１）に示されるように規定しうる。方程式（３）における設計は
、複数の位置と時間クライテリアが、さらに複雑な位置と時間クライテリアを形成するた
めに、ロジカルに結合出来るようにされうる。
【００３７】
　さらに別の設計において、位置と時間クライテリアは、再帰的態様で、以下のように特
定することが出来る：
　位置と時間クライテリア＝表現（ｉ）｛二項演算表現（ｊ）｝　　　　　方程式（４）
ここで、
｛．．．｝は、存在するかしないかの、選択的拡張を示し、
表現（　）は、｛表現（　）二項演算表現（　）｝や、｛単項演算表現（　）｝や、（単
一の位置と時間クライテリア）を示し、
　二項演算は、ロジカルＯＲ、ロジカルＡＮＤ、または他の幾つかの２つの独立変数に関
する演算を示し、および、
　単項演算は、ロジカルＮＯＴ、または他の幾つかの１つの独立変数に関する演算を示す
。
【００３８】
　単一の位置と時間クライテリアは、
　単一の位置と時間クライテリア＝ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、　　　　　方程式（５）
　のように与えられ、ここで、
　Ｌは、位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、および、
　ＰＡは、位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す。
【００３９】
　方程式（４）を評価するために、各単一位置と時間クライテリアの真値は、方程式（１
）について記述されたように、最初、真または偽のいずれかに決定することが出来る。全
ての単一位置と時間クライテリアに対する真値は、単項および／または二項演算を方程式
（４）における包括的な要件に対する最終的真または偽値をもたらすために繋ぎ、使用し
て結合することが出来る。包括的な要件に対する真値は、ブロードキャスト情報に対する
位置と時間クライテリアが満たされていることを示すことが出来る。ユーザは、ブロード
キャスト情報の利用可能性を提供または警告されることが出来、例えば、ブロードキャス
トメタデータによって、ある他のユーザクライテリアが、また満たされていることが提供
されうる。偽値は、位置と時間クライテリアが満たされていないことを示すことが出来、
ブロードキャスト情報をユーザに伝える必要がないことを示すことが出来る。
【００４０】
　さらに別の設計において、位置と時間クライテリアは、以下のように、再帰的態様で特
定することが出来る：
　位置フィルタ（ｉ）＝位置フィルタ（ｊ）ロジカル演算位置フィルタ（ｋ）、ＯＲ
　位置フィルタ（ｉ）＝ロジカル演算位置フィルタ（ｋ）、ＯＲ　　　　　方程式（６）
　位置フィルタ（ｉ）＝位置と時間クライテリア、
　ここで、
　位置と時間クライテリアは、方程式（５）において示されるようであり、および、
　位置フィルタ（　）は、１つあるいはそれより多くの位置と時間クライテリアを具備す
ることが出来る。
【００４１】
　方程式（１）から（６）までにおける設計は、真と偽の真値を使用する。端末は、各個
別の位置と時間クライテリアを端末が満たすか、満たさないかを決定することが出来る。
例えば、方程式（１）において、ＰＡｎ　Ｌｎにおいて　Ｄｎの間。幾つかの例において
、端末は、Ｎ個の位置と時間クライテリアを、例えば、位置と時間クライテリアの全部で
はなく、いくつかを満たす、あるいは、特定の確率より低く、しかし、それに近い確率で
持って満たすごとく、部分的に満たすことが出来る。
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【００４２】
　１つの設計において、端末は、位置と時間クライテリアの真値の代わりに、Ｎ個の個別
の位置と時間クライテリアを満たしている確率を結合することが出来る。（真値の代わり
に）個別の位置と時間クライテリアに対する確率を結合することは、位置と時間クライテ
リアのさらに柔軟性のある評価を可能とすることが出来る。方程式（１）から（６）まで
は、存在または不在要件ＰＡｎが変形されていても、依然として使用することが出来る。
１つの設計において、ＰＡｎは、確率的な面は除いて、以下の値のうちの１つでありうる
：
　１．時間期間のある間で存在、
　２．全時間期間で存在、
　３．時間期間のある間で不在、または、
　４．全時間期間で不在。
【００４３】
　方程式（１）から（６）までは、今、位置に対する精確な要件を規定することが出来、
ロジカル演算によって一緒に結合された、多数の個別要件で構成することが出来る。包括
的な要件の値をコンピュータ計算するために、端末は、先ず、（例えば、方程式（１）に
おける、ＰＡｎ　Ｌｎにおいて　Ｄｎの間や、方程式（５）における、ＰＡ　Ｌにおいて
　Ｄの間、の形の）各個別の位置と時間クライテリアの確率が、真であるかをコンピュー
タ計算することが出来る。それから、端末は、複数のイベントの和集合と積集合の確率を
決定するための周知の公式を使用することによって、個別の位置と時間クライテリアの確
率を結合することが出来る。例えば、以下の公式は、２つの位置と時間クライテリアＡお
よびＢの確率を結合するために使用することが出来る、
　確率（Ａ　ＡＮＤ　Ｂ）＝確率（Ａ）＊確率（Ｂ）、　　　　　　　　　方程式（７）
　および、
　確率（Ａ　ＯＲ　Ｂ）
＝確率（Ａ）＋確率（Ｂ）―確率（Ａ　ＡＮＤ　Ｂ）　　　　　　　　　　方程式（８）
　方程式（７）は、ＡおよびＢが独立のイベントであり、一般的に近似であることを想定
する。方程式（８）は、方程式（７）に依存する。
【００４４】
　端末は、個別の位置と時間クライテリアの確率を結合することによって、位置と時間ク
ライテリアが真である全体の組み合わせの包括的な確率をコンピュータ計算することが出
来る。端末は、ブロードキャスト情報をユーザに提供するかを決定するために、個別の位
置と時間クライテリアの全てを満たす包括的確率を使用することが出来る。例えば、閾値
確率は、（ユーザまたはブロードキャストプロバイダによって）決定することが出来、端
末は、包括的な確率が閾値確率を超える場合、ブロードキャスト情報をユーザに提供する
ことが出来る。
【００４５】
　本出願に記述された位置と時間クライテリアは、端末が、端末の過去、現時点、および
／または将来の位置を決定することが出来ることに依存することが出来る。端末は、その
現時点の位置を、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、ＯＭＡ　ＳＵＰＬ、等のようなネットワークで
サポートされた位置解法を介して知ることが出来る。端末は、また、端末内の位置能力、
例えばＧＰＳの使用を介して、現時点の位置を確認することが出来る。端末の位置は、地
理的または公共的でありえて、任意の形（例えば、緯度／経度、セルＩＤ、ジップコード
等）で与えられうる。
【００４６】
　端末の過去のまたは履歴的な位置は、様々な態様で取得することが出来る。端末の位置
を周期的、例えば、各時間または他の幾つかの間隔毎に取得し、記憶することによって、
過去の位置を取得することが出来る。端末は、また、任意のアプリケーション、（例えば
、方角測定）に対して位置が取得されているときは、その位置を記憶することが出来る。
端末は、また、埋め込みセンサが重要な移動（例えば、任意の以前決定された位置から、
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ある最小の距離に渡って移動）を検出するときは、その位置を取得し、記憶することが出
来、また、他の時間においては固定された位置を示すことを記憶することが出来る。これ
らの全てのケースに対して、端末の他の時間（例えば、各１５分または半時間毎の時間）
における位置は、記憶された位置を内挿することによって取得することが出来る。
【００４７】
　端末の将来の位置もまた、様々な態様で取得することが出来る。１つの設計において、
将来の位置は、移動しているユーザに対して、現時点の速度と方角、および、特別な（例
えば、ハイウェイや鉄道線に沿った）ルートの可能な推理に基づいて予測または外挿する
ことが出来る。この設計は、短い先の期間に対して応用することが出来る。別の設計にお
いて、過去の挙動から、例えば、ある日時について同様の位置を履歴的に検出し、これが
将来も繰り返し起こると想定することによって、将来の位置を推理することが出来る。例
えば、ユーザは、通常、毎日８：００ｐｍから８：００ａｍの間は在宅、各週日９：００
ａｍから６：００ｐｍの間は在勤、等であろう。過去における、ある日の固定した時間で
の規則的な移動（例えば、通勤すること）および固定の位置（例えば、在勤や在宅）の期
間は特定することが出来、将来の位置を予測するために使用することが出来る。例えば、
もし、ユーザが通勤のためにほぼ固定したルートとスケジュールを使う場合、ある将来の
時間で、通勤ルートに沿ったユーザの位置は、ひとたび、ユーザが通勤開始しているとき
、たとえ通勤が極めて長い場合であっても、ある正確度を持って推測することが出来る。
さらに別の設計において、将来の位置は、例えば、もし端末上で携行されていたり、端末
によって遠隔的に接続されている場合、ユーザの予定スケジュールや旅程にアクセスする
ことによって取得することが出来る。さらに別の設計において、将来の位置は、例えば、
休暇やビジネス旅行のような重要なイベントについて、ユーザによってマニュアルで入力
することが出来る。端末は、履歴的または将来の位置における不確実性またはありうる誤
差に起因して、過去や将来の位置について確率を割り当てることが出来る。
【００４８】
　端末に対する位置推定は、端末が実際に存在し、（０と１の間の）ある確率で端末が位
置された領域（例えば、円、楕円、または円セクター）を含むことが出来る。このように
、確率は、位置推定の、ある部分として与えられ、また、確率は、位置と時間クライテリ
アにおいて、直接的に使用されうる。履歴的な位置は、異なる時刻で取得された以前の位
置推定間に内挿しなくてはいけない可能性に起因して、さらなる不確実性を有しうる。同
様に、将来の位置は、（例えば、過去の習慣的な挙動に基づく）予測の使用に起因して、
さらなる不確実性を有しうる。履歴的および将来の位置の確率は、内挿、予測、等に起因
する追加的な不確実性を計算に入れることによって更新することが出来る。確率の１（即
ち、１００％）は、目標領域が十分に大きい場合（例えば、全国、全州、または全大都市
）、単純化のために使用することが出来る。というのは、このケースでは、端末の位置が
大きな目標領域内、または外側であることは通常は確実であるので。
【００４９】
　位置と時間クライテリアに基づくブロードキャスト情報のフィルタリングは、以下の例
によって例解されるであろう。これらの例は、方程式（１）および（３）を使用し、個別
の位置と時間クライテリアに対して、（確率の代わりに）真値を想定する。
【００５０】
　第１の例において、ショッピングモールにおける百貨店は、来る土曜日に大きなセール
を行い、近所に住む人達や、直近の土曜日にモールを訪れていて、セールの間に居そうな
人達や、セール時間に店の近辺に居そうな人達に、このセールを宣伝したいと思うであろ
う。セールの宣伝において、これらのユーザに的を当てるために、ブロードキャスト宣伝
に対する位置と時間クライテリアは、以下のようであろう：
　位置と時間クライテリア
＝ＬＴＣＡ　ＯＲ　ＬＴＣＢ　ＯＲ　ＬＴＣＣ　　　　　　　　　　　　方程式（９）。
【００５１】
　方程式（９）において、ＬＴＣＡは、端末（従って、ユーザ）が、３週前までの土曜日
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の少なくとも１つで、少なくとも５０％の確率で、そのモールに居たという位置と時間ク
ライテリアを規定しうる。これは、ユーザは、土曜日に、少なくとも時々モールを訪れ、
セールイベントに興味を持ちうるであろうことを意味する。ＬＴＣＢは、端末（従って、
ユーザ）が、３週前までの各土曜日の夜、少なくとも７０％の確率で、そのモールを囲む
領域（都市）に、ずっと居たという位置と時間クライテリアを規定しうる。これは、モー
ルの近辺に住むユーザは、セールイベントに興味を持つ可能性があろうことを示す。ＬＴ
ＣＣは、端末（従って、ユーザ）が、セールイベント期間の、ある間に、少なくとも５０
％の確率で、モールを含む都市領域中にあるであろうという位置と時間クライテリアを規
定しうる。
【００５２】
　方程式（９）におけるＬＴＣＡは、方程式（１）における以下のパラメータで規定する
ことが出来る：
・ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３＝少なくとも５０％の確率で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３＝ショッピングモールの領域、
・Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３＝３週前までの各土曜日、例えば、開始時刻＝９：００ａｍおよび終
了時刻＝６：００ｐｍで、および、
・ＬＯ１、ＬＯ２＝ロジカルＯＲ。
【００５３】
　方程式（９）におけるＬＴＣＢは、方程式（１）における以下のパラメータで規定する
ことが出来る：
・ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３＝少なくとも７０％の確率で全時間期間、存在、
・Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３＝ショッピングモールを含む都市の領域、
・Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３＝連続する３日間前までの日の各々、例えば、Ｄ１＝月曜日、Ｄ２＝
火曜日、Ｄ３＝水曜日、開始時刻＝真夜中で、終了時刻＝６：００ａｍで、および、
・ＬＯ１、ＬＯ２＝ロジカルＡＮＤ。
【００５４】
　方程式（９）におけるＬＴＣＣは、方程式（１）における以下のパラメータで規定する
ことが出来る：
・ＰＡ１＝少なくとも５０％の確率で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１＝ショッピングモールを含む都市の領域、
・Ｄ１＝セールイベントの土曜日、例えば、開始時刻＝９：００ａｍおよび終了時刻＝６
：００ｐｍ。
【００５５】
　ＬＴＣＡ、ＬＴＣＢ、およびＬＴＣＣは、意図したユーザに的を当てる３つの位置と時
間クライテリアを結合する表現を取得するために、方程式（９）において示されるように
ロジカルＯＲを使用して結合することが出来る。表現に対するパラメータは、潜在的に興
味を持つユーザに的を当てるためのセール広告に対するブロードキャストメタデータ中で
送信することが出来る。セール製品の型、プライスディスカウントのレベル、クレジット
利率、店の名前、等のような追加の情報は、また、ブロードキャストメタデータ中に含ま
せうる。位置と時間クライテリアならびに他のユーザ選好の両方が満たされた場合のみ、
ユーザに警告されるように、他のユーザ選好に基づいて、追加の情報は、端末がフィルタ
出来るようにする。
【００５６】
　第２の例において、ある都市のテーマパークリゾートは、同じ都市のライバルの催し物
に事前に競争するために、事前購入可能な、街の外からの（例えば、休暇での）訪問者に
対する、選択的なディスカウント価格チケットの提供を希望しうる。これを実現するため
に、リゾートは、以下の位置と時間クライテリアを使用して、これらのチケットを宣伝す
ることが出来る：
　位置と時間クライテリア＝ＬＴＣＡ　ＡＮＤ　ＬＴＣＢ　　　　　　方程式（１０）。
【００５７】
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　方程式（１０）において、ＬＴＣＡは、ユーザが、先月は目標の州や領域の外に居て、
従って、恐らく目標領域の外部に住んでいるであろうという位置と時間クライテリアを規
定することが出来る。ＬＴＣＢは、ユーザが、次の２ヶ月のある間、テーマパークの近辺
に居るであろうという位置と時間クライテリアを規定することが出来る。
【００５８】
　方程式（１０）におけるＬＴＣＡは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１＝少なくとも９０％の確率で全時間期間、不在、
・Ｌ１＝テーマパークリゾートを含む州または領域、および、
・Ｄ１＝広告に直ぐ先行する１ヶ月の時間期間。
【００５９】
　方程式（１０）におけるＬＴＣＢは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１＝少なくとも３０％の確率で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１＝テーマパークリゾートを含む都市または他のローカル領域、および、
・Ｄ１＝広告に直ぐ後続する２ヶ月の時間期間。
【００６０】
　ＬＴＣＡおよびＬＴＣＢは、意図したユーザに的を当てる２つの位置と時間クライテリ
アを結合する表現を取得するために、方程式（１０）において示されるようにロジカルＡ
ＮＤを使用して結合することが出来る。端末によるフィルタリングを改善するために、追
加情報（例えば、価格ディスカウント、テーマパークリゾートの名前、等）は、ブロード
キャストメタデータ中に含めることが出来る。
【００６１】
　第３の例において、ガソリンスタンドは、ディスカウントガソリン価格を提供し、近辺
に住む目標のドライバーや、近くを定常的に通過するドライバーや、近所を通過するであ
ろうドライバーに的を当てようと希望するであろう。ディスカウントされたガソリン価格
の提供に対して、以下の位置と時間クライテリアを使用することが出来る：
　位置と時間クライテリア
＝ＬＴＣＡ　ＯＲ　ＬＴＣＢ　ＯＲ　ＬＴＣＣ　　　　　　　　　　　方程式（１１）。
【００６２】
　方程式（１１）において、ＬＴＣＡは、ユーザが、先行する７日間の各々において、ガ
ソリンスタンドの一般的な領域に居た、従って、恐らく近所に住んでいるであろうという
位置と時間クライテリアを規定しうる。ＬＴＣＢは、ユーザが、恐らく、先行する週日の
３日間の各々において、ガソリンスタンドの極めて近所に居た、従って、ドライバーがガ
ソリンスタンドを定常的に通過しているか、近所に住んでいるか、働いているかという位
置と時間クライテリアを規定しうる。ＬＴＣＣは、次の１時間に、ユーザが、恐らくガソ
リンスタンドの近所に居る（例えば、ガソリンスタンドを通過する）であろうという位置
と時間クライテリアを規定しうる。
【００６３】
　方程式（１１）におけるＬＴＣＡは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３、ＰＡ４、ＰＡ５、ＰＡ６、ＰＡ７＝少なくとも５０％の確率
で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６、Ｌ７＝ガソリンスタンドを含む街の領域、
・Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ７＝先行する７日間の各々、例えば、Ｄ１＝
月曜日、Ｄ２＝火曜日、Ｄ３＝水曜日、Ｄ４＝木曜日、Ｄ５＝金曜日、Ｄ６＝土曜日、Ｄ

７＝日曜日、開始時刻＝００：００ａｍおよび終了時刻＝２３：５９ｐｍで、および、
・ＬＯ１、ＬＯ２、ＬＯ３、ＬＯ４、ＬＯ５、ＬＯ６＝ロジカルＡＮＤ。
【００６４】
　方程式（１１）におけるＬＴＣＢは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
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ることが出来る：
・ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３＝少なくとも５０％の確率で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３＝例えば、自身のストリートおよび隣接のストリートに制約されたガ
ソリンスタンドのローカル領域、
・Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３＝直に先行する週日３日間の各々、開始時刻＝００：００ａｍおよび
終了時刻＝２３：５９ｐｍで、および、
・ＬＯ１、ＬＯ２＝ロジカルＡＮＤ。
【００６５】
　方程式（１１）におけるＬＴＣＣは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１＝少なくとも５０％の確率で時間期間のある間、存在、
・Ｌ１＝例えば、自身のストリートおよび隣接のストリートに制約されたガソリンスタン
ドのローカル領域、および、
・Ｄ１＝現時点の時刻から開始して１時間の間。
【００６６】
　ＬＴＣＡ、ＬＴＣＢ、およびＬＴＣＣは、意図したユーザに的を当てる３つの位置と時
間クライテリアを結合する表現を取得するために、方程式（１１）において示されるよう
にロジカルＯＲを使用して結合することが出来る。端末によるフィルタリングを改善する
ために、追加情報（例えば、ガソリンスタンドでの価格ディスカウント）は、ブロードキ
ャストメタデータ中に含めることが出来る。
【００６７】
　第４の例において、旅行諮問局は、加入者に、事故や道路問題に起因して突然の主要ハ
イウェイの閉鎖に関する旅行通報を提供しようと希望するであろう。局によって、意図し
たユーザに的を当てるために、以下の位置と時間クライテリアが使用されるであろう：
　位置と時間クライテリア＝ＬＴＣＡ　ＡＮＤ　ＬＴＣＢ　　　　　　方程式（１２）。
【００６８】
　方程式（１２）において、ＬＴＣＡは、次の２時間においてハイウェイの閉鎖された箇
所または近所を、ユーザが通過する２５％の確率を有するという位置と時間クライテリア
を規定するであろう。ＬＴＣＢは、先行する２日間の各々において、ハイウェイの閉鎖さ
れた部分または近傍をユーザが通過しており、従って、ハイウェイのこの箇所を定常的に
通過しているであろうと考えられるという位置と時間クライテリアを規定するであろう。
【００６９】
　方程式（１２）におけるＬＴＣＡは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１＝少なくとも２５の確率で時間のある間、存在、
・Ｌ１＝例えば、いずれかの片側２００メートル以内のハイウェイの閉鎖された箇所、お
よび、
・Ｄ１＝現時点の時刻から開始して２時間の時間期間。
【００７０】
　方程式（１２）におけるＬＴＣＢは、方程式（１）における以下のパラメータで規定す
ることが出来る：
・ＰＡ１、ＰＡ２＝少なくとも５０％の確率で時間のある間、存在、
・Ｌ１、Ｌ２＝例えば、いずれかの片側２００メートル以内のハイウェイの閉鎖された箇
所、
・Ｄ１、Ｄ２＝先行する２日間の各々、および、
・ＬＯ１＝ロジカルＡＮＤ。
【００７１】
　ＬＴＣＡおよびＬＴＣＢは、意図したユーザに的を当てる２つの位置と時間クライテリ
アを結合する表現を取得するために、ロジカルＡＮＤを使用して結合することが出来る。
位置と時間クライテリアを含んでいるブロードキャストメタデータは、通報をブロードキ
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ャストしうる。端末によるフィルタリングを改善するために、（例えば、通行助言を示す
）追加情報は、また、ブロードキャストメタデータ中に含めることが出来る。
【００７２】
　ブロードキャスト情報に対する位置と時間クライテリアに付いてのブロードキャストメ
タデータは、様々な態様で送信することが出来る。１つの設計において、ブロードキャス
トメタデータは、公に入手可能なドキュメントOMA-TS-BCAST_Services-0-20080430-Dにて
記述されたＯＭＡにおける移動ブロードキャストサービスを介して送信することが出来る
。
【００７３】
　１つの設計において、ブロードキャストメタデータは、サービスガイド中で送信するこ
とが出来る。サービスガイドは、関係付けられたブロードキャスト情報の受信に対する位
置と時間クライテリアについてのパラメータを識別するために使用されるエレメントを含
むことが出来る。符合が起きた場合は、端末は、ユーザに、関係付けられたブロードキャ
スト情報を受信し表示する、より高い優先度を与えることが出来る。
【００７４】
　図２は、位置と時間クライテリアに対するブロードキャストメタデータを持ってサービ
スガイドの送信を行う例を示す。サービスガイドは、サービスおよびコンテンツフラグメ
ントを含むであろう。ここで、サービスフラグメントは、ブロードキャスト情報の全クラ
スを指し、コンテンツフラグメントは、特定のブロードキャスト情報の型を含むまたは指
すであろう。各フラグメントは、ブロードキャストプログラムに対する異なる情報を搬送
することが出来、ここで、ブロードキャストプログラムは、映画クリップ、テレビショー
、ニュース速報、または、特定の送信スケジュールを持った他の型のブロードキャスト情
報でありうる。ブロードキャストメタデータフラグメントは、異なるブロードキャストプ
ログラムに対する位置と時間クライテリアに付いてのブロードキャストメタデータを搬送
し、これは、このフラグメントの後で送信されうる。図２には示されていないが、ブロー
ドキャストメタデータは、関係付けられたブロードキャスト情報に関係した、言語、主題
カテゴリー（例えば、天気、ニュース、通行関係、スポーツ、緊急関係、広告、等）、メ
ディア型（例えば、テキスト、ビデオ、イメージ、等）、期間、サイズ、送信スケジュー
ル、ペアレンタルレート、等のような他の情報を含むことが出来る。
【００７５】
　本出願において記述された位置と時間クライテリアは、ブロードキャスト情報に関係し
たイベントに先立って、ブロードキャスト情報および／またはブロードキャストメタデー
タを送信することを許容しうる。ブロードキャスト情報は、受信時および／または後の時
間で、ユーザに提供することが出来る。
【００７６】
　図３は、所定の日曜日の８：００ａｍから１２：００ｐｍに起きているセールイベント
の広告を含むブロードキャスト情報の送信と提供例を示す。この例において、広告に対す
るブロードキャストメタデータおよびブロードキャスト情報は、セールに先立った配布ウ
ィンドーの間に送信されうる。この配布ウィンドーは、利用可能なネットワークリソース
の使用を改良するために選択されうる。図３に示された例において、配布ウィンドーは、
土曜日のオフピークトラフィック時間の２：００ａｍから２：３０ａｍである。端末は、
配布ウィンドーの間に、ブロードキャストメタデータおよびブロードキャスト情報をダウ
ンロードすることが出来る。もし、ブロードキャストメタデータ中の位置と時間クライテ
リアに符合があれば、ブロードキャスト情報は、セールイベントに先立って、および／ま
たはその間にユーザに提供されうる。ブロードキャスト情報およびブロードキャストメタ
データを、セールイベントに前もって送信することは、（ｉ）ピークトラフィック時間に
起こりうるセールイベントの間のブロードキャスティングを避けるまたは減らす、および
（ｉｉ）ユーザに、セールイベントの、もっと事前の通知を与えることが出来る。図３に
、また例解されているように、もし、広告がセールイベントの間に送信された場合は、広
告を送信するコストは、より高くなり、ユーザへの事前の通知の場合は、より低くなろう
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。従って、前もっての時間で広告を送信することは、利点があるので、ブロードキャスト
メタデータ中のより精確な位置と時間クライテリアで、広告はフィルタされるであろう。
【００７７】
　図４は、ブロードキャスト情報を受信するプロセス４００の設計を示す。プロセス４０
０は、（以下に示されるように）端末または他の何らかのエンティティによって実行する
ことが出来る。端末は、ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデ
ータを受信（ブロック４１２）することが出来る。端末は、ブロードキャスト情報等を具
備するブロードキャストプログラムに対するサービスガイドを介して、ブロードキャスト
情報に先立って、またはブロードキャスト情報と共に、ブロードキャストメタデータを受
信することが出来る。端末は、ブロードキャスト情報に対する位置と時間クライテリアを
、ブロードキャストメタデータから取得（ブロック４１４）することが出来る。端末は、
位置と時間クライテリアに基づいて、ブロードキャスト情報をフィルタ（ブロック４１６
）することが出来る。
【００７８】
　位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備すること
が出来る。端末は、各位置と時間クライテリアを、以下のように評価することが出来る。
端末は、位置と時間クライテリアに対して、位置クライテリアおよび関係付けられた時間
クライテリアを決定することが出来る。位置クライテリアは、目標位置および存在または
不在要件を具備することが出来る。時間クライテリアは、位置クライテリアが適用される
過去、現在または将来における時間期間を特定することが出来る。端末は、時間期間内で
、その位置を決定することが出来る。この位置は、時間期間が過去の場合は、以前の位置
であり、時間期間が現在である場合は、現時点の位置であり、または、時間期間が将来で
ある場合は、将来の位置でありうる。端末は、位置の履歴を保持することが出来る。端末
は、過去の位置を、少なくとも１つの過去の位置を内挿することによって決定し、および
／または、位置の履歴に基づいて将来の位置を決定することが出来る。端末は、また、そ
の位置を、他の態様で決定することが出来る。任意のケースにおいて、端末は、その位置
が、例えば、存在または不在要件で示されるように、目標位置内にあるか外側にあるかを
決定することによって、位置クライテリアと符合するかを決定することが出来る。位置と
時間クライテリアは、さらに、少なくとも１つの位置と時間クライテリアに対する、少な
くとも１つのロジカル演算を具備することが出来る。端末は、位置と時間クライテリアに
対する最終的な結果を取得するために、少なくとも１つのロジカル演算に従って、少なく
とも１つの位置と時間クライテリアの結果を結合するであろう。
【００７９】
　位置と時間クライテリアは、様々な態様で表現することが出来る。１つの設計において
、位置と時間クライテリアは、方程式（１）に示される形を有することが出来、各位置と
時間クライテリアは、方程式（２）に示される形を有することが出来る。別の設計におい
て、位置と時間クライテリアは、方程式（３）に示される形を有することが出来る。さら
に別の設計において、位置と時間クライテリアは、方程式（４）または（６）に示される
再帰的な形を有することが出来る。位置と時間クライテリアは、また、他の態様で表現す
ることも出来る。
【００８０】
　位置と時間クライテリアは、柔軟に規定することが出来る。例えば、位置と時間クライ
テリアは、端末の以前の位置をカバーしている第１の位置と時間クライテリア、および、
端末の将来の位置をカバーしている第２の位置と時間クライテリアを具備することが出来
る。別の例として、位置と時間クライテリアは、端末が第１の目標領域内にあることが要
請される第１の位置と時間クライテリアと、端末が第２の目標領域外にあることが要請さ
れる第２の位置と時間クライテリアとを具備することが出来る。
【００８１】
　端末は、位置と時間クライテリアが満たされない場合は、ブロードキャスト情報の受信
をスキップ（ブロック４１８）することが出来る。端末は、第１の時間インスタントに、
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ブロードキャスト情報を受信し、位置と時間クライテリアが満たされる場合は、第２の時
間インスタントに、ブロードキャスト情報を提供（ブロック４２０）することが出来る。
第２の時間インスタントは、第１の時間インスタントと同一、または、後でありうる。ブ
ロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベントに関係するこ
とが出来、指定された時間間隔に先立って受信され、指定された時間間隔の前、または間
に提供されうる。
【００８２】
　端末は、追加のフィルタリングデータをブロードキャストメタデータから取得すること
が出来る。端末は、さらに追加のフィルタリングデータと少なくとも１つのユーザ選好に
基づいて、ブロードキャスト情報をフィルタすることが出来る。端末は、ブロック４１８
において、ブロードキャスト情報の受信をスキップするか、追加のフィルタリングデータ
で持ってフィルタリングした結果にさらに基づいて、ブロック４２０において受信してブ
ロードキャスト情報を提供するかを決定することが出来る。
【００８３】
　ユーザは、プライバシー事項、端末能力、および他のファクターに基づいて、ブロード
キャスト情報をフィルタリングするために、位置と時間クライテリアを採用するか否かを
決定することが出来る。もし、ユーザが、位置と時間クライテリアを使用しないと決定す
る場合、端末は、ブロードキャストメタデータに含まれる、いかなる位置と時間クライテ
リアをも無視することが出来、メタデータ中の他のクライテリアに基づいて、任意のブロ
ードキャストへの興味を決定することが出来る。もし、ユーザが、ブロードキャスト情報
をフィルタリングするために、位置と時間クライテリアを使用すると決定する場合、これ
らのクライテリアを使用するために、端末は、履歴的な位置を保持し、および／または、
将来位置の予測を実行するであろう。このケースにおいて、端末は、ユーザの過去の位置
を知り、将来の位置を予測することが出来るであろうが、データは、権限のない当事者に
よってアクセス可能で無いように、（例えば、暗号化され、安全なメモリ中に記憶され）
安全に保つことが出来る。データは、ある権限のある当事者（例えば、友人および家族）
に、例えば、履歴的位置検索に対するＳＵＰＬで規定された能力を使用して提供すること
が出来る。しかし、このケースにおいて、（ＳＵＰＬ中でサポートされるように）ユーザ
は明示的に許可を与えることが出来、そのような許可の取り消しをすることが出来る。
【００８４】
　本出願に記述された位置と時間クライテリアは、ユーザのある特有の時間、例えば、現
時点や過去および／または将来の様々な時間での位置を指す。幾らかのユーザは、居ない
位置、例えば、離れて旅行している間の自宅および／または仕事の場所に興味を有しうる
。これは、特に（例えば、ハリケーン、地震、火事や洪水に関する）緊急のブロードキャ
ストに付いて重要でありうる。加えて、幾らかのユーザは、ブロードキャストメタデータ
中に提供され、位置および／または時間関連性の無い幾つかのクライテリア、例えば、何
処で何時起こったかに関係なくスポーツイベントに興味を有しうる。これらの興味をサポ
ートするために、ある他のクライテリア（例えば、あるスポーツイベント）が、ブロード
キャストメタデータ中に現れたとき、端末は、ユーザに、位置と時間クライテリアを無視
する能力を提供することが出来る。加えて、ユーザは、端末の位置と関係しないであろう
他のクライテリア、例えば、ブロードキャスト情報の緊急カテゴリーに関係した家庭や仕
事の位置と組み合わされたとき、興味のある位置と時間クライテリアを特定することを許
容されうる。このような、フレキシビリティーは、端末が利用可能な位置と時間クライテ
リアであり、ユーザに興味のある特有の型のブロードキャスト情報がフィルタリングされ
てしまうことを避けるために使用されうる。
【００８５】
　任意のブロードキャスト情報のオリジナルソース／プロバイダ（例えば、広告社、ニュ
ースサービス、公共警告サービス、等）は、ブロードキャストメタデータが派生しうるブ
ロードキャスト情報と、その幾つかの記述を供給することが出来る。しかし、ブロードキ
ャストプロバイダは、ブロードキャストメタデータ自体は（端末に提供される形では）提
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供せず、代わりに、ブロードキャストネットワークオペレータや別のサービス局に、ブロ
ードキャストプロバイダによって提供された、より単純な記述からメタデータを派生する
ように許容しうる。ブロードキャスト情報内、およびブロードキャストメタデータ内に搬
送された詳細は、また、ブロードキャストネットワークに対して、トランスペアレントで
あり、従ってブロードキャストネットワークオペレータへのインパクトは低減することが
出来る。
【００８６】
　非常に広大な位置（例えば、都市全体の領域）に対して、ユーザが、現時点の時間、あ
るいは過去や将来のある時間に、領域内部または外部に居るかは、ほぼ１００％の確率で
知ることが出来うる。そのようなケースにおいては、ブロードキャストソースが、単純に
、多分１００％あるいは１００％近く（例えば、９５％）と示すことには、対照的に幾ら
か低い確率と比べると、曖昧さは少ない。例外は、ユーザが領域の端（“境界領域”内）
に近接して居る（居た、または、居るであろう）場合であろう。これらのケースにおいて
、異なる端末構成および異なる位置決定法は、精度と信頼性に依存して異なる結果を生成
するであろう。例えば、目標領域のちょっと内側のユーザＡが、領域内に７０％の確率で
居ると割り当てられ、一方、ちょっと外側のユーザＢが、位置の誤差に起因して、領域内
に９５％の確率で居ると割り当てられうる。もし、ブロードキャストプロバイダが、目標
領域内であることに９０％の確率を規定していたとすると、ユーザＡは、間違って領域の
外とみなされ、一方、ユーザＢは、間違って領域の内とみなされるであろう。もし、実際
の目標とされたユーザが、領域のずっと奥に居る場合は、境界上のユーザに対する予測不
可は、問題ではない。例として、ハイウェイの閉鎖警告に対して、主たる目標のユーザは
、既にハイウェイ上または、それに近い人達であり、十分遠くに居る人達ではなかろう。
【００８７】
　あるケースにおいて、ブロードキャストプロバイダは、ユーザの正しいセットに１００
％の確実性で到達することを希望するであろう。１００％の確実性を実現するために、ブ
ロードキャストプロバイダは、ブロードキャストを過剰広告または過小広告すると決定す
るであろう。過剰広告では、ブロードキャストメタデータ中に含まれる目標領域は、実際
の目標領域より地理的に拡張された版であり、実際の目標領域中に居る全てのユーザへの
通知を確実にするために、実際の目標領域の外の幾らかのユーザの費用負担で、そこにも
また通知がなされるであろう。ブロードキャスト情報は、それから、影響をこうむりうる
ユーザに、例えば、都市の、ある領域中の電気／水道供給停止警告で影響を受けるストリ
ートのリストを介して通知されうる。過小広告では、ブロードキャストメタデータ中に含
まれる目標領域は、実際の目標領域より地理的に縮小された版であり、実際の目標領域中
に居る全てのユーザへの通知を確実にするが、実際の目標領域の内の幾らかのユーザは費
用負担するが、そこには通知がなされないであろう。過小広告は、目標領域の境界に居り
、後で受信することが出来ないであろうユーザへの警告を、ブロードキャストプロバイダ
が欲しておらず、限定された領域内で送信される情報的や娯楽の性質のブロードキャスト
（例えば、ニュースおよび映画クリップ）にとって有用であろう。
【００８８】
　図５は、ブロードキャスト情報を送信するプロセス５００の設計を示す。プロセス５０
０は、（以下に記述されるような）ブロードキャストセンタや他のあるエンティティのよ
うなネットワークエンティティによって実行することが出来る。ネットワークエンティテ
ィは、ブロードキャスト情報をフィルタするために、端末によって使用される位置と時間
クライテリアを具備するブロードキャストメタデータで、ブロードキャスト情報に対する
ブロードキャストメタデータを決定（ブロック５１２）することが出来る。位置と時間ク
ライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、方程式（１）、（３
）、（４）、または（６）において示された形を有することが出来る。各位置と時間クラ
イテリアは、方程式（２）、または（５）において示された形を有することが出来る。ネ
ットワークエンティティは、ブロードキャストメタデータおよびブロードキャスト情報を
端末に送信（ブロック５１４）することが出来る。ブロードキャスト情報は、指定された
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時間間隔を通して起こっているイベントに関係することが出来る。ネットワークエンティ
ティは、ネットワークリソース使用を改良するために、ブロードキャストメタデータおよ
びブロードキャスト情報を、指定された時間間隔に先立って送信することが出来る。
【００８９】
　図６は、図１における端末１１０、ネットワーク１２０、位置サーバ／センタ１４０、
およびブロードキャストセンタ１５０を示すブロック図である。単純化のために、図６は
、（ｉ）１つのコントローラ／プロセッサ６１０，１つのメモリ６１２、端末１１０に対
する送信機／受信機（ＴＭＴＲ／ＲＣＶＲ）６１４、（ｉｉ）１つのコントローラ／プロ
セッサ６２０，１つのメモリ６２２、１つの送信機／受信機６２４、およびネットワーク
１２０に対する通信（Ｃｏｍｍ）ユニット６２６、（ｉｉｉ）１つのコントローラ／プロ
セッサ６３０，１つのメモリ６３２、位置サーバ／センタ１４０に対する１つの通信ユニ
ット６３４、および（ｉｖ）１つのコントローラ／プロセッサ６５０、１つのメモリ６５
２、ブロードキャストセンタ１５０に対する１つの通信ユニット６５４を示す。一般的に
、各エンティティは、任意の数のコントローラ、プロセッサ、メモリ、トランシーバ、通
信ユニット、等を含むことが出来る。
【００９０】
　ダウンリンク上で、ネットワーク１２０における基地局は、トラフィックデータ、ブロ
ードキャスト情報、ブロードキャストメタデータ、シグナリング、およびパイロットを、
カバー領域内の端末に送信することが出来る。これらの様々な型のデータは、プロセッサ
６２０によって処理され、送信機６２４によって条件付けられ、ダウンリンク上で送信す
ることが出来る。基地局からのダウンリンク信号は、端末１１０で、アンテナを介して、
受信機６１４により条件付けされ、プロセッサ６１０によって処理され、基地局から送信
された様々な型の情報を回復することが出来る。プロセッサ６１０は実行、または図４中
のプロセス４００、および／または本出願において記述された技法に対する他のプロセス
を指示する。メモリ６１２と６２２は、端末１１０とネットワーク１２０に対するプログ
ラムコードとデータを、夫々記憶することが出来る。アップリンク上で、端末１１０は、
トラフィックデータ、シグナリング、およびパイロットをネットワーク１２０中で基地局
に送信することが出来る。これらの、様々な型のデータは、プロセッサ６１０によって処
理され、送信機６１４によって条件付けられ、アップリンク上で送信することが出来る。
ネットワーク１２０において、端末１１０および他の端末からのアップリンク信号は、受
信機６２４により受信され、条件付けされ、さらにプロセッサ６２０によって処理され、
端末によって送信された様々な型の情報を回復することが出来る。ネットワーク１２０は
、通信ユニット６２６を介して、他のネットワークエンティティと交信することが出来る
。
【００９１】
　ブロードキャストネットワーク１３０は、１つあるいはそれより多くの送信機、１つあ
るいはそれより多くのコントローラ／プロセッサ、１つあるいはそれより多くのメモリ、
および１つあるいはそれより多くの通信ユニットで、ネットワーク１２０に対するそれら
と同様な態様で実現されうる。
【００９２】
　位置サーバ／センタ１４０内で、プロセッサ６３０は、端末に対する位置決めを実行す
ることが出来、端末に援助データを提供し、端末および他のＬＣＳクライアントに対する
位置サービスをサポートする、等である。メモリ６３２は、位置センタに対するプログラ
ムコードとデータを記憶することが出来る。通信ユニット６３４は、位置サーバ／センタ
１４０が、他のエンティティと通信することを許容することが出来る。
【００９３】
　ブロードキャストセンタ１５０内で、プロセッサ６５０は、ブロードキャストメタデー
タおよびブロードキャスト情報を発生し、送信することが出来る。プロセッサ６５０は、
図５におけるプロセス５００、および／または本出願で記述された技法に対する他のプロ
セスを実行、または指示することが出来る。メモリ６５２は、ブロードキャストセンタに



(25) JP 5185389 B2 2013.4.17

10

20

30

40

50

対するプログラムコードとデータを記憶することが出来る。通信ユニット６５４は、ブロ
ードキャストセンタが、他のエンティティと通信することを許容することが出来る。
【００９４】
　本出願において記述された位置と時間クライテリアは、ある利点を提供することが出来
る。位置と時間クライテリアは、端末に対するさらに効果的なフィルタリングメカニズム
を提供することが出来る。これは、端末が、潜在的興味のあるブロードキャスト情報を、
ユーザに回復することを許容しうる。位置と時間クライテリアは、上記の例のように、ま
た、ブロードキャスト情報が、意図されたユーザに上手く的を当てられるようにしうる。
これは、さらに効果的なブロードキャスト情報のユーザへの配給の結果となりうる。位置
と時間クライテリアは、図３に例として例解されたように、また、ブロードキャストメタ
データおよび／またはブロードキャスト情報のさらに効果的な送信を、例えば、オフピー
クトラフィック時間の間、許容しうる。これは、利用可能なネットワークリソースの使用
を改良するであろう。
【００９５】
　本出願において記述された位置と時間クライテリアは、端末の現時点の位置のみに適用
される現時点の位置クライテリアにまさって、利点を提供することが出来る。現時点の位
置クライテリアは、関係付けられたブロードキャスト情報の受信に対する１つあるいはそ
れより多くの目標領域を含むことが出来る。目標領域は、ブロードキャスト期間の間の端
末の現時点での位置に適用されるであろう。現時点の位置クライテリアは、様々な制限を
有するであろう。第１に、端末の将来の位置（そして、現時点の位置ではなく）は、多数
のケースにおいて関係したフィルタリングクライテリアでありうる。例えば、広告（また
は通行警告）が有効な間の時間は、広告（または通行警告）のブロードキャスト時間とは
無関係である。現時点の位置クライテリアの例として、次の土曜日の８：００ａｍから正
午１２：００に起こるセールイベントに対する広告は、その土曜日の７：００ａｍから７
：０５ａｍまたは、その前の金曜日の５：００ｐｍから５：３０ｐｍの間に送信すること
が出来、セールの時間や日でない、土曜日の７：００ａｍから７：０５ａｍの間、または
、金曜日の５：００ｐｍから５：３０ｐｍの間、端末に、位置をチェックするよう促すこ
とが出来る。従って、現時点の位置クライテリアを使用して、事前に広告を配給すること
は、適してはいないであろう。そして、これはネットワークリソースの効率的利用および
ユーザへの事前通知の程度に影響を与えるであろう。加えて、広告は、セール時間の間、
現時点の位置クライテリアでもって目標の潜在的ユーザに的を当てるために、複数回送信
される必要があろう。さらに、（ｉ）入手出来るならば、将来の位置の信頼性のある予測
者として役に立ちうる過去の（特に、繰り返しの性質の）位置挙動、および／または（ｉ
ｉ）将来の位置を予測する能力の利点を生かすことに、現時点の位置クライテリアは失敗
するであろう。本出願において記述された位置と時間クライテリアは、現時点の位置クラ
イテリアの様々な制約を克服することが出来る。
【００９６】
　本技術における熟練者は、情報と信号は、任意の各種の異なる技術と技法を使用して示
されうることを理解するであろう。たとえば、上記記述を通して指されたデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁気
的な場や粒子、光学的な場や粒子、または、それらの任意の組み合わせによって示すこと
が出来る。
【００９７】
　熟練者は、本出願における開示に関係して記述された、様々な例示的ロジカルブロック
、モジュール、回路、アルゴリズムステップは、電子的ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組み合わせとして実現することが出来ることを、さらに理解する
であろう。このハードウェアとソフトウェアの交換可能性を明瞭に例解するために、様々
な例解的コンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップは、一般的に機
能性の形で上述されてきた。そのような機能性が、ハードウェアやソフトウェアとして実
現されるかは、特有の応用、および包括的なシステムに課せられた設計制約に依存する。
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熟練した技術者は、各特有の応用に対して、方法を変化させることによって、記述された
機能性を実現することが出来るが、そのような実現の決定は、本開示の範囲から逸脱させ
るものとは解釈されるべきではない。
【００９８】
　本出願中の開示と関係して記述された様々な例解的なロジカルブロック、モジュール、
および回路は、本出願中で記述された機能を実行するように設計された、汎用目的プロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、用途特定集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド
プログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）や他のプログラマブルロジックデバイス、個別
ゲートやトランジスタロジック、個別ハードウェアコンポーネント、または、それらの任
意の組み合わせで実現または実行されうる。汎用目的プロセッサは、マイクロプロセッサ
でありうるが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態マシーンでありうる。プロセッサは、また、コンピューテ
ィングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰコアや任意の他の構成に関連したＤＳＰと
マイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、１つあるいはそれより多くのマイクロ
プロセッサの組み合わせで実現することが出来る。
【００９９】
　本出願における開示と関連して記述された方法のステップやアルゴリズムは、ハードウ
ェア中、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール中、またはその２つの組
み合わせ中に直接的に体現することが出来る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ
、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ
、ハードｄｉｓｋ、リムーバブルｄｉｓｋ、ＣＤ－ＲＯＭ、または本技術分野で知られて
いる任意の他の形の記憶媒体中に存在しうる。例示的記憶媒体は、プロセッサが、記憶媒
体から情報を読み出すことが出来、また、それに情報を書き込むことが出来るようにプロ
セッサに結合される。代替的に、記憶媒体はプロセッサに集積することが出来る。プロセ
ッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣ中に存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末中に存在しうる。
代替的に、プロセッサと記憶媒体は、ユーザ端末中に、個別のコンポーネントとして存在
しうる。
【０１００】
　１つあるいはそれより多くの記述された例示的設計、機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ中で実現することが出来る。ソ
フトウェアで実現された場合は、機能は、コンピュータ読み出し可能な媒体上に記憶され
るか、１つあるいはそれより多くの命令やコードとして、それを通して送信されうる。コ
ンピュータ読み出し可能な媒体は、コンピュータプログラムの、ある場所から別の場所へ
の転送を促進する任意の媒体を含むコンピュータ記憶媒体および通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用目的や特定目的コンピュータによってアクセスすることが出来る任意の
利用可能な媒体でありうる。例として、制限ではなく、そのようなコンピュータ読み出し
可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭや他の光学的ディスク記憶
、磁気的ｄｉｓｋ記憶や磁気的記憶デバイス、または、命令やデータコードの形で所望の
プログラムコード手段を搬送や記憶するために使用することが出来、汎用目的や特定目的
コンピュータや汎用目的や特定目的プロセッサを具備することが出来る。また、任意の結
合は適切にコンピュータ読み出し可能な媒体と呼ばれる。例えば、ソフトウェアがウェブ
サイト、サーバ、または遠隔ソースから、同軸ケーブル、ファイバーオプティックケーブ
ル、より線対、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または遠赤外、無線、およびマイクロ波
のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、ファイバーオプティ
ックケーブル、より線対、ＤＳＬ、または遠赤外、無線、およびマイクロ波のようなワイ
ヤレス技術は、媒体の定義の中に含まれる。本出願で使用されるように、Ｄｉｓｋおよび
ｄｉｓｃは、コンパクトｄｉｓｃ（ＣＤ）、レーザｄｉｓｃ、光学ｄｉｓｃ、デジタル多
目的ｄｉｓｃ（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ｄｉｓｋおよびブルーレイ（登録商標
）ｄｉｓｃを含み、ここで、ｄｉｓｋは、通常データを時期的に再生し、ｄｉｓｃは、デ
ータをレーザで光学的に再生する。上記の組み合わせは、またコンピュータ読み出し可能
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な媒体の範囲内の含まれるべきである。
【０１０１】
　本開示の以前の記述は、本技術分野の熟練者が本開示を行う、または使用することを可
能ならしめるように提供される。本開示の様々な変形は、本技術における熟練者にとって
容易に明らかであり、本出願において規定された一般的原則は、本開示の範囲を逸脱する
ことなく、他の変形に適用することが出来うる。従って、本開示は、本出願に記述された
例や設計に限定することを意図しておらず、本出願に開示された原則および新規な特徴と
一致する、最も広い範囲で調和している。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[１]　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信するこ
とと、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリアを取得することと、
　前記位置と時間クライテリアに基づいて、前記ブロードキャスト情報をフィルタするこ
ととを具備するブロードキャスト情報を受信する方法。
[２]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備
し、また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタすることは、各位置と時間クライテリアについて
、　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前
記位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを
決定することと、
　前記時間期間内で、端末の位置を決定することと、
　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定することとを具備する前
記[１]記載の方法。
[３]　前記端末の位置を決定することは、
　前記時間期間が過去である場合は、前記端末の以前の位置を決定することと、
　前記時間期間が現在である場合は、前記端末の現時点の位置を決定することと、
　前記時間期間が将来である場合は、前記端末の将来の位置を決定することとを具備する
前記[２]記載の方法。
[４]　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定することは、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定するこ
とと、
　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定することとを具備する前記[２]記載の方法。
[５]　前記位置と時間クライテリアは、前記少なくとも１つの位置と時間クライテリアに
対して、さらに少なくとも１つのロジカル演算を具備し、また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタすることは、前記位置と時間クライテリアに付い
て、最終結果を取得するために、前記少なくとも１つのロジカル演算に従って、前記少な
くとも１つの位置と時間クライテリアの結果を結合することをさらに具備する前記[２]記
載の方法。
[６]　前記位置と時間クライテリアは、端末の以前の位置をカバーしている第１の位置と
時間クライテリアと、
　端末の将来の位置をカバーしている第２の位置と時間クライテリアとを具備する前記[
１]記載の方法。
[７]　前記位置と時間クライテリアは、端末が第１の目標領域内にあることを要求する第
１の位置と時間クライテリアと、
　前記端末が第２の目標領域外側にあることを要求する第２の位置と時間クライテリアと
を具備する前記[１]記載の方法。
[８]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備
し、　各位置と時間クライテリアは、
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　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す前記[１]記載
の方法。
[９]　前記位置と時間クライテリアは、
　（ＰＡ１　Ｌ１において　Ｄ１の間）ＬＯ１（ＰＡ２　Ｌ２において　Ｄ２の間）．．
．ＬＯＮ－１（ＰＡＮ　ＬＮにおいて　ＤＮの間）、
　の形を有し、ここで、
　Ｎは、結合されている位置と時間クライテリアの数であり、
　Ｌｎは、１≦ｎ≦Ｎについて、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する目標位置を示
し、
　Ｄｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡｎは、ｎ番目の位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示し、およ
び、
　ＬＯｎは、ロジカル演算を示す前記[１]記載の方法。
[１０]　前記位置と時間クライテリアは、
　ＬＴＣＡＬＯＡＬＴＣＢＬＯＢＬＴＣＣ．．．、
　の形を有し、ここで、
　ＬＴＣｉは、ｉ∈Ａ、Ｂ、Ｃについて、位置と時間クライテリアを示し、および、
　ＬＯｉは、ロジカル演算を示す前記[１]記載の方法。
[１１]　前記位置と時間クライテリアは、再帰的な、
　表現（ｉ）｛二項演算表現（ｊ）｝
　の形を有し、ここで、
　｛．．．｝は、オプションの拡張子を示し、
　表現（　）は、｛表現（　）二項演算表現（　）｝や、｛単項演算表現（　）｝や、単
一の位置と時間クライテリアを示し、
　二項演算は、２つの独立変数に関する演算を示し、および、
　単項演算は、１つの独立変数に関する演算を示す前記[１]記載の方法。
[１２]　端末の位置の履歴を保持することと、
　前記履歴における少なくとも１つの位置を内挿することによって、前記端末の以前の位
置を決定することとをさらに具備する前記[１]記載の方法。
[１３]　端末の位置の履歴を保持することと、
　前記位置の履歴に基づいて、前記端末の将来の位置を決定することとをさらに具備する
前記[１]記載の方法。
[１４]　前記ブロードキャストメタデータから、追加のフィルタリングデータを取得する
ことと、
　前記追加のフィルタリングデータおよび少なくとも１つのユーザ選好にさらに基づいて
、前記ブロードキャスト情報をフィルタすることとをさらに具備する前記[１]記載の方法
。
[１５]　前記位置と時間クライテリアが満たされていない場合、前記ブロードキャスト情
報を受信することをスキップすることをさらに具備する前記[１]記載の方法。
[１６]　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信することと、
　前記位置と時間クライテリアが満たされている場合、前記第１の時間インスタントと同
時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提供することとをさ
らに具備する前記[１]記載の方法。
[１７]　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベン
トに関係し、および、
　前記ブロードキャスト情報は、前記指定された時間間隔に先立って受信され、前記指定
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された時間間隔の間に提供される前記[１６]記載の方法。
[１８]　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報
に先立って、前記ブロードキャストメタデータを受信することを具備する前記[１]記載の
方法。
[１９]　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報
と共に、前記ブロードキャストメタデータを受信することを具備する前記[１]記載の方法
。
[２０]　前記ブロードキャストメタデータを受信することは、前記ブロードキャスト情報
を具備するブロードキャストプログラムに対するサービスガイドを介して、前記ブロード
キャストメタデータを受信することを具備する前記[１]記載の方法。
[２１]　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信する
ように構成され、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリアを取得するように構成され、および、
　前記位置と時間クライテリアに基づいて、前記ブロードキャスト情報をフィルタするよ
うに構成された少なくとも１つのプロセッサを具備するワイヤレス通信用装置。
[２２]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前記
位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを決
定し、
　前記時間期間内で、端末の位置を決定し、および、
　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定するように構成される前
記[２１]記載の装置。
[２３]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定し、お
よび、
　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定するように構成される前記[２２]記載の装置。
[２４]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具
備し、　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す前記[２１]記
載の装置。
[２５]　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信し、および、
　前記位置と時間クライテリアが満たされている場合、前記第１の時間インスタントと同
時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提供するように構成
される前記[２１]記載の装置。
[２６]　ブロードキャスト情報に関係付けられたブロードキャストメタデータを受信する
手段と、
　前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロードキャスト情報に対する位置と時間
クライテリアを取得する手段と、
　前記位置と時間クライテリアに基づいて、前記ブロードキャスト情報をフィルタする手
段とを具備するブロードキャスト情報を受信する装置。
[２７]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具
備し、また、
　前記ブロードキャスト情報をフィルタする手段は、各位置と時間クライテリアについて
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、　位置クライテリアが適用される時間期間を示している時間クライテリアであって、前
記位置と時間クライテリアに対する前記位置クライテリアおよび前記時間クライテリアを
決定する手段と、
　前記時間期間内で、端末の位置を決定する手段と、
　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定する手段とを具備する前
記[２６]記載の装置。
[２８]　前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符合するかを決定する手段は、
　前記位置クライテリアについて、目標位置、ならびに存在または不在要件を決定する手
段と、
　前記端末の位置が、前記存在または不在要件によって示されるように、前記目標位置内
か外側かを決定する手段とを具備する前記[２７]記載の装置。
[２９]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具
備し、　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す前記[２６]記
載の装置。
[３０]　第１の時間インスタントに前記ブロードキャスト情報を受信する手段と、
　前記位置と時間クライテリアが満たされている場合、前記第１の時間インスタントと同
時か遅れた第２の時間インスタントに、前記ブロードキャスト情報を提供する手段とをさ
らに具備する前記[２６]記載の装置。
[３１]　少なくとも１つのコンピュータが、ブロードキャスト情報に関係付けられたブロ
ードキャストメタデータを受信するようにさせるコードと、
　少なくとも１つのコンピュータが、前記ブロードキャストメタデータから、前記ブロー
ドキャスト情報に対する位置と時間クライテリアを取得するようにさせるコードと、
　少なくとも１つのコンピュータが、前記位置と時間クライテリアに基づいて、前記ブロ
ードキャスト情報をフィルタするようにさせるコードとを具備するコンピュータ読み出し
可能な媒体を具備するコンピュータプログラム製品。
[３２]　前記コンピュータ読み出し可能な媒体は、
　前記少なくとも１つのコンピュータが、位置クライテリアが適用される時間期間を示し
ている時間クライテリアであって、前記位置と時間クライテリアに対する前記位置クライ
テリアおよび前記時間クライテリアを決定するようにさせるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータが、前記時間期間内で、端末の位置を決定するよう
にさせるコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータが、前記端末の位置が、前記位置クライテリアと符
合するかを決定するようにさせるコードとをさらに具備する前記[３１]記載のコンピュー
タプログラム製品。
[３３]　ブロードキャスト情報をフィルタするために端末によって使用される位置と時間
クライテリアを具備するブロードキャストメタデータであって、前記ブロードキャスト情
報に対する前記ブロードキャストメタデータを決定することと、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を、前記端末に送信
することとを具備するブロードキャスト情報を送信する方法。
[３４]　前記位置と時間クライテリアは、
　少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具備し、各位置と時間クライテリアが、位
置クライテリア、ならびに、前記位置クライテリアが適用される時間期間を示している時
間クライテリアを具備する前記[３３]記載の方法。
[３５]　前記位置クライテリアは、
　目標位置および前記目標位置に対する存在または不在要件を具備する前記[３４]記載の
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方法。
[３６]　前記位置と時間クライテリアは、少なくとも１つの位置と時間クライテリアを具
備し、　各位置と時間クライテリアは、
　ＰＡ　Ｌにおいて　Ｄの間、
　の形を有し、ここで、
　Ｌは、前記位置と時間クライテリアに対する目標位置を示し、
　Ｄは、前記位置と時間クライテリアに対する時間期間を示し、
　ＰＡは、前記位置と時間クライテリアに対する存在または不在要件を示す前記[３３]記
載の方法。
[３７]　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベン
トに関係し、および、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報は、前記指定された
時間間隔に先立って、または後で送信される前記[３３]記載の方法。
[３８]　ブロードキャスト情報をフィルタするように端末によって使用される位置と時間
クライテリアを具備するブロードキャストメタデータであって、前記ブロードキャスト情
報に対する前記ブロードキャストメタデータを決定し、および、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を前記端末に送信す
るように構成された少なくとも１つのプロセッサを具備するワイヤレス通信用装置。
[３９]　前記ブロードキャスト情報は、指定された時間間隔を通して起こっているイベン
トに関係し、および、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ブロードキャストメタデータおよび前記ブロードキャスト情報を、前記指定された
時間間隔に先立って、または後で送信するように構成される前記[３８]記載の装置。

【図１】 【図２】
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